
2007～08年度改定経済見通し

農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

成熟社会がめざすもの

私事ながら，首都圏と郊外をつなぐ新しい鉄道が２年前に開通し初めて電車に乗ったと

き，電車から林や畑などの美しい風景が見えることにささやかな感動を覚えた記憶がある。

しかし，最近では沿線でマンションやショッピングセンターの建設が進み，林や畑など沿

線の緑あふれる風景が次第に減ってきていることが実感され，いずれこの路線も他の路線

と同じようになってしまうのではと一抹の不安と寂しさを感じることがある。都市に限ら

ず地方にあっても，日本の街づくりは景観という観点からは失敗しているところが多いよ

うに思う。日本の街並みの景観は諸外国と比べて劣悪だという評価は，マスコミのみなら

ず広く国民の間にも定着している。

日本はどこの地域でも，その周辺に地域にそぐわない建物や道路がいつ建設されるか分

からない不安を抱える社会だ。戦後の荒廃と貧困から立ち直るため物質的充足が何よりも

優先され，時には深刻な公害問題をも引き起こしながら工業立国をめざし近代化が進めら

れてきたことを思い起こせば，ゾーニングや景観などに至ってはさほど重要視されて来な

かったと言える。

しかし，世界第２位の経済大国となり物質的には豊かになり生活も便利になったものの，

依然として日本の社会は豊かな自然環境と良好な景観に恵まれた国土形成をめざしている

ようには見えない。大都市では高層ビルの建設ラッシュが続く一方で，地方ではシャッタ

ーを下ろした商店街が広がり，山村には手入れが行き届かず荒れた森林や耕作放棄された

田畑が広がっている。むしろ今の日本社会に見られるのは，企業も個人もグローバルな経

済競争にさらされるなかで身をすくませ，孤立感を深めながら生き残りをかける姿だ。そ

こには美しい景観に恵まれた豊かな国土をどう築くかなどといった余裕はない。企業はグ

ローバルな競争激化のなかで日本の優位性を失うまいと一層のコスト削減と競争力強化に

取り組み，個人は拡大する格差社会のなかで「負け組」になるまいと金銭と地位の獲得に

追い立てられる姿だ。

それでも，変化の兆しは見える。企業のCSR活動などに見られるように，環境問題に取

り組むほか，地域社会の一員として地域の発展に貢献する取組みを示す企業が増えている。

また，個人のレベルでは，地域ボランティア活動などが広がりを見せているほか，個人の

消費行動に変化も見られる。環境にやさしい商品の選択，エコバッグの利用など環境負荷

の少ないライフスタイルに心がけ，価格は多少高くても安全な食物を購入するなど生産者

との結びつきを強めることを志向する人が増えている。そこにあるのは，社会的連帯感と

言ってもいい。地域社会のなかで，あるいは地域を越えて，地方の自立と発展に参画する

姿である。このように地域社会づくりに向けた市民の意識は次第に高まりつつあると見ら

れる。

時間のかかる困難な取組みだが，自分の住む地域を良好な景観と自然環境に恵まれた安

らぎのある生活空間として改善していくことが大切だ。それが地域への愛着を一層強める

ことになると思う。地方の再生を考えるとき，景観や自然環境は貴重な財産だということ

はしっかりと心にとどめておきたい。

（（株）農林中金総合研究所取締役調査第二部長　都　俊生・みやことしお）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2007年10月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・農地問題の現局面と今後の焦点

――耕作放棄問題の枠組みとその対策――

・農地の所有構造の変化と土地持ち非農家の動向

・わが国有機農業推進法展開の課題

――韓国の親環境農業取組実態を参考に――

・大都市圏の農地動向について

・稲作農業の現状

――2005年農業センサスの結果――

・わが国のマグロ養殖をめぐる動向

・品目横断的経営安定対策への加入申請状況について

・企業・市・JA連携によるらっきょう産地再生の取組み

――鹿児島県薩摩川内市――

・森林施業プランナー基礎コース研修に参加して

・都市との交流活動による山里の村おこし

――山形県金山町――

【協同組合】

・海外協同組合金融機関の農業融資

――ドイツ協同組合銀行グループ――

・独仏協同組織金融機関のコーポレート・ガバナンス

――エージェンシー問題解決のための取組み――

【組合金融】

・1970年代以降近年までの農協資金の軌跡

【国内経済金融】

・伊達信用金庫の多重債務問題への対応

・量的緩和解除後の金融政策運営の再検討

・CSRの考え方と金融機関の対応

・国際商品市況を考える視点

――上昇基調の長期化の可能性――

【海外経済金融】

・原油市況高騰の背景と今後の動向

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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